
(57)【要約】

【課題】無限軌道方式によらず、４輪駆動方式でありな

がら円滑に障害物に乗り越えて自在に動き回ることがで

きるようにする。

【解決手段】前輪１１ａ、１１ｂおよび後輪１３ａ、１

３ｂのそれぞれの車輪にタイミングプーリーを同軸に設

け、４輪駆動機構の駆動モータのトルクをそれぞれタイ

ミングプーリーに巻き掛けたタイミングベルト２７ａ、

２７ｂで同期して伝達し、タイミングベルト２７ａ、２

７ｂの下側のベルトを車輪接地面と前記車体の底面の間

に定位して走行させる。

【選択図】　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
所 定 の 作 業 を 行 う 作 業 装 置 を 搭 載 す る 車 体 と 、 該 車 体 に 設 け ら れ た 前 輪 お よ び 後 輪 と 、 該
前 輪 お よ び 後 輪 を 駆 動 す る ４ 輪 駆 動 機 構 を 有 す る 遠 隔 操 縦 式 の ロ ボ ッ ト の 走 行 装 置 に お い
て 、
前 輪 お よ び 後 輪 の そ れ ぞ れ の 車 輪 に タ イ ミ ン グ プ ー リ ー を 同 軸 に 設 け 、 前 記 ４ 輪 駆 動 機 構
の 駆 動 モ ー タ の ト ル ク を そ れ ぞ れ 前 記 タ イ ミ ン グ プ ー リ ー に 巻 き 掛 け た タ イ ミ ン グ ベ ル ト
で 同 期 し て 伝 達 し 、 前 記 タ イ ミ ン グ ベ ル ト の 下 側 の ベ ル ト を 車 輪 接 地 面 と 前 記 車 体 の 底 面
の 間 に 定 位 し て 走 行 さ せ る よ う に し た こ と を 特 徴 と す る ロ ボ ッ ト の 走 行 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 タ イ ミ ン グ プ ー リ ー は 、 前 記 車 輪 の タ イ ヤ ホ イ ー ル の 本 体 部 を 構 成 す る こ と を 特 徴 と
す る 請 求 項 １ に 記 載 の ロ ボ ッ ト の 走 行 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 タ イ ミ ン グ ベ ル ト は 、 両 面 に 凹 凸 の あ る ベ ル ト か ら な る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に
記 載 の ロ ボ ッ ト の 走 行 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 、 床 下 な ど の 狭 い 場 所 や 劣 悪 な 路 面 環 境 を 走 行 し な が ら 作 業 を 行 う ロ ボ ッ ト に 適
用 さ れ る 走 行 装 置 に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
近 年 、 産 業 ロ ボ ッ ト が 人 に 代 わ っ て 作 業 を 代 行 す る 分 野 が 拡 大 し て い る 。 例 え ば 、 入 り 込
ん で の 作 業 が 容 易 で な い 狭 い 場 所 や 、 劣 悪 な 作 業 環 境 で ロ ボ ッ ト が 活 用 さ れ つ つ あ る 。 そ
の 具 体 例 と し て 、 木 造 家 屋 の 床 下 で の 蟻 な ど の 害 虫 駆 除 を 目 的 し た 薬 剤 散 布 作 業 を す る ロ
ボ ッ ト や 、 家 屋 の 耐 久 性 を 診 断 す る ロ ボ ッ ト が あ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
古 く な っ た 木 造 家 屋 で の 薬 剤 散 布 や 耐 久 性 を 診 断 す る 場 合 、 従 来 は 、 作 業 員 が 床 下 に も ぐ
り 込 ん で 散 布 作 業 を 行 っ た り 、 診 断 士 が 柱 や 床 、 筋 交 い の 腐 朽 状 態 を 直 接 目 視 に て 確 認 す
る 方 法 が 専 ら 行 わ れ て い る 。 し か し な が ら 、 床 下 の 状 況 は 、 そ れ こ そ 家 屋 に よ っ て 様 々 に
異 な り 、 人 が 通 り 抜 け で き な い 狭 い 床 下 や 、 粉 塵 や 害 虫 の 死 骸 が 溜 ま っ て い た り と い う よ
う に 、 と て も 人 が 入 り 込 め な い よ う に な っ て い る こ と が あ る 。 そ の よ う な 劣 悪 な 状 況 で は
、 労 働 衛 生 上 の 問 題 が あ る ば か り で な く 、 薬 剤 が 散 布 さ れ な い 場 所 が 残 っ た り 、 柱 や 床 な
ど の 状 態 を 離 れ た 位 置 か ら 点 検 す る こ と に な っ て 正 確 な 診 断 が 難 し く な る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
そ こ で 、 近 年 は 、 薬 剤 散 布 作 業 等 を 代 行 さ せ る ロ ボ ッ ト が 開 発 さ れ て い る （ 例 え ば 、 特 許
文 献 １ 参 照 ） 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
【 特 許 文 献 １ 】
特 許 第 ２ ５ ９ ４ ８ ８ ０ 号 公 報
床 下 の よ う な 不 整 地 で ロ ボ ッ ト が 円 滑 に 走 行 で き る よ う に 、 無 限 軌 道 方 式 が 一 般 に 採 用 さ
れ て い る 。 キ ャ タ ピ ラ を 使 っ た 走 行 装 置 は 、 不 整 地 で の 安 定 し た 走 行 を 可 能 と す る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
し か し な が ら 、 無 限 軌 道 方 式 の 走 行 装 置 で は 、 装 置 自 体 が 大 型 化 し 重 量 が 増 大 し 、 大 き な
駆 動 ト ル ク を 要 す る た め 、 必 然 的 に モ ー タ は 大 型 化 し 、 バ ッ テ リ ー の 消 耗 が 大 き く 走 行 継
続 時 間 が 短 く な り 、 ま た 、 高 価 と な る と い う 重 大 な 欠 点 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
他 方 、 床 下 に 進 入 さ せ て 薬 剤 散 布 や 柱 、 床 な ど の 撮 影 を 目 的 す る ロ ボ ッ ト の 場 合 、 可 及 的
に 小 型 化 す る 必 要 が あ る 。 消 費 電 力 を 小 さ く て 走 行 装 置 を 小 型 化 す る た め に は 、 ４ 輪 駆 動
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方 式 が 適 し て い る が 、 床 下 に は 配 管 な ど の 障 害 物 が あ る こ と が 多 く 、 前 輪 が 障 害 物 を 乗 り
越 え た と し て も 障 害 物 が 走 行 装 置 本 体 の 底 面 に 当 た り 前 輪 ま た は 後 輪 が 浮 き 上 が っ て し ま
い 、 不 安 定 な 状 態 で 接 地 し て い る 他 方 の 前 輪 ま た は 後 輪 が ス リ ッ プ し て し ま う 結 果 、 移 動
不 能 に な る と い う 問 題 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
そ こ で 、 本 発 明 の 目 的 は 、 前 記 従 来 技 術 の 有 す る 問 題 点 を 解 消 し 、 無 限 軌 道 方 式 に よ ら ず
、 ４ 輪 駆 動 方 式 で あ り な が ら 円 滑 に 障 害 物 に 乗 り 越 え て 自 在 に 動 き 回 る こ と が で き 、 し か
も 、 可 及 的 に 小 型 化 、 低 価 格 を 達 成 で き る よ う に し た ロ ボ ッ ト の 走 行 装 置 を 提 供 す る こ と
に あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
前 記 の 目 的 を 達 成 す る た め に 、 本 発 明 は 、 所 定 の 作 業 を 行 う 作 業 装 置 を 搭 載 す る 車 体 と 、
該 車 体 に 設 け ら れ た 前 輪 お よ び 後 輪 と 、 該 前 輪 お よ び 後 輪 を 駆 動 す る ４ 輪 駆 動 機 構 を 有 す
る 遠 隔 操 縦 式 の ロ ボ ッ ト の 走 行 装 置 に お い て 、 前 輪 お よ び 後 輪 の そ れ ぞ れ の 車 輪 に タ イ ミ
ン グ プ ー リ ー を 同 軸 に 設 け 、 前 記 ４ 輪 駆 動 機 構 の 駆 動 モ ー タ の ト ル ク を そ れ ぞ れ 前 記 タ イ
ミ ン グ プ ー リ ー に 巻 き 掛 け た タ イ ミ ン グ ベ ル ト で 同 期 し て 伝 達 し 、 前 記 タ イ ミ ン グ ベ ル ト
の 下 側 の ベ ル ト を 車 輪 接 地 面 と 前 記 車 体 の 底 面 の 間 に 定 位 し て 走 行 さ せ る よ う に し た こ と
を 特 徴 と す る も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
前 記 の 本 発 明 の 構 成 に お い て 、 前 記 タ イ ミ ン グ プ ー リ ー は 、 前 記 車 輪 の タ イ ヤ ホ イ ー ル の
本 体 部 を 構 成 す る こ と が 好 ま し く 、 ま た 、 前 記 タ イ ミ ン グ ベ ル ト は 、 両 面 に 凹 凸 の あ る ベ
ル ト か ら な る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ １ １ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
以 下 、 本 発 明 に よ る ロ ボ ッ ト の 走 行 装 置 の 一 実 施 形 態 に つ い て 、 添 付 の 図 面 を 参 照 し な が
ら 説 明 す る 。
図 １ は 、 本 発 明 に よ る 走 行 装 置 を 自 走 撮 影 ロ ボ ッ ト に 適 用 に 適 用 し た 実 施 形 態 を 示 す 図 で
あ る 。 図 １ に お い て 、 参 照 符 号 １ ０ は 自 走 撮 影 ロ ボ ッ ト の 全 体 を 示 す 。 こ の 実 施 形 態 に よ
る 自 走 撮 影 ロ ボ ッ ト は 、 木 造 家 屋 の 床 下 を 走 行 さ せ て 、 柱 や 床 な ど の 腐 朽 状 態 を 診 断 す る
た め に 写 真 撮 影 を 行 う ロ ボ ッ ト で あ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
参 照 符 号 １ ２ は 走 行 装 置 の 車 体 を 示 し 、 １ ４ は 車 体 １ ２ の 上 を 覆 う カ バ ー 、 １ １ ａ 、 １ １
ｂ は 後 輪 、 １ ３ ａ 、 １ ３ ｂ は 前 輪 を 示 し て い る 。 参 照 符 号 ２ ０ は デ ジ タ ル カ メ ラ を 示 し 、
こ の デ ジ タ ル カ メ ラ ２ ０ は 、 図 １ に 示 さ れ る よ う に 、 車 体 前 方 の 低 位 置 に 配 置 さ れ て い る
。
【 ０ ０ １ ３ 】
図 ２ は 、 カ バ ー １ ４ を 取 り 外 し た 状 態 で 示 し た 自 走 撮 影 ロ ボ ッ ト １ ０ の 平 面 図 で あ る 。
こ の 車 体 １ ２ の 後 方 に は 、 ４ 輪 駆 動 方 式 の 駆 動 装 置 １ ８ が 配 置 さ れ て い る 。 ２ １ ａ 、 ２ １
ｂ は 電 源 で あ る Ｄ Ｃ バ ッ テ リ ー を 示 す 。 そ れ ぞ れ Ｄ Ｃ バ ッ テ リ ー ２ １ ａ 、 ２ １ ｂ は 車 体 後
方 で 左 右 に 配 置 さ れ た ブ ラ シ レ ス Ｄ Ｃ モ ー タ を 用 い た 車 輪 駆 動 モ ー タ ２ ２ ａ 、 ２ ２ ｂ と 接
続 さ れ て い る 。 そ れ ぞ れ 車 輪 駆 動 モ ー タ ２ ２ ａ 、 ２ ２ ｂ に は 、 減 速 機 ２ ３ ａ 、 ２ ３ ｂ が 一
体 的 に 連 結 さ れ て お り 、 軸 受 ２ ４ ａ 、 ２ ４ ｂ に よ っ て 支 持 さ れ た 後 輪 軸 ２ ５ ａ 、 ２ ５ ｂ は
そ れ ぞ れ 減 速 機 ２ ３ ａ 、 ２ ３ ｂ に 連 結 さ れ て い る 。 図 ３ に 示 す よ う に 、 前 輪 １ ３ ａ 、 １ ３
ｂ の 車 軸 １ ５ ａ 、 １ ５ ｂ は 軸 受 １ ６ ａ 、 １ ６ ｂ に よ っ て 支 承 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
こ の 実 施 形 態 の 走 行 装 置 で は 、 図 ３ に 示 す よ う に 前 輪 １ ３ ａ 、 １ ３ ｂ に 、 タ イ ヤ １ ５ ａ 、
１ ５ ｂ が 取 り 付 け ら れ る よ う に な っ て お り 、 タ イ ヤ ホ イ ー ル の 本 体 部 を タ イ ミ ン グ プ ー リ
１ ７ ａ 、 １ ７ ｂ が 兼 用 す る 構 造 と な っ て い る 。 タ イ ミ ン グ プ ー リ １ ７ ａ 、 １ ７ ｂ の 側 面 に
は タ イ ヤ 装 着 用 の リ ン グ １ ９ ａ 、 １ ９ ｂ が 一 体 的 に 締 結 さ れ て い る 。 同 様 に 、 各 後 輪 １ １
ａ 、 １ １ ｂ で は 、 タ イ ヤ ホ イ ー ル の 本 体 部 を タ イ ミ ン グ プ ー リ ー ２ ６ ａ 、 ２ ６ ｂ が 兼 用 す
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る 構 造 と な っ て お り 、 タ イ ヤ 装 着 用 の リ ン グ １ ９ ａ 、 １ ９ ｂ を 介 し て タ イ ヤ １ ５ ａ 、 １ ５
ｂ が 装 着 さ れ て い る 。 図 ４ に 示 さ れ る よ う に 、 前 輪 後 輪 の 右 側 の タ イ ミ ン グ プ ー リ ー １ ７
ａ 、 ２ ６ ａ に は タ イ ミ ン グ ベ ル ト ２ ７ ａ が 巻 き 掛 け ら れ て お り 、 右 側 の 車 輪 駆 動 モ ー タ ２
２ ａ の 駆 動 ト ル ク は 、 後 輪 １ １ ａ に 直 接 伝 達 さ れ る と と も に 前 輪 １ ３ ａ に も タ イ ミ ン グ ベ
ル ト ２ ７ ａ を 介 し て 伝 達 さ れ る よ う に な っ て い る 。 同 様 に 、 左 側 の 前 後 車 輪 の タ イ ミ ン グ
プ ー リ ー １ ７ ｂ 、 ２ ６ ｂ に も タ イ ミ ン グ ベ ル ト ２ ７ ｂ が 巻 き 掛 け ら れ 、 左 側 の 車 輪 駆 動 モ
ー タ ２ ２ ｂ の 駆 動 ト ル ク は 、 後 輪 １ １ ｂ に 直 接 伝 達 さ れ る と と も に 前 輪 １ ３ ｂ に も タ イ ミ
ン グ ベ ル ト ２ ７ ｂ を 介 し て 伝 達 さ れ る 。 こ の よ う に 、 前 輪 後 輪 の タ イ ヤ ホ イ ー ル の 本 体 部
を 兼 用 す る タ イ ミ ン グ プ ー リ １ ７ ａ 、 １ ７ ｂ 、 ２ ６ ａ 、 ２ ６ ｂ に タ イ ミ ン グ ベ ル ト ２ ７ ａ
、 ２ ７ ｂ を 巻 き 掛 け る こ と に よ り 、 タ イ ミ ン グ ベ ル ト ２ ７ ａ 、 ２ ７ ｂ の 下 側 の ベ ル ト は 、
前 後 輪 の 接 地 面 と 車 体 １ ２ の 底 面 の 間 に 定 位 し て 走 行 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
こ の よ う な ４ 輪 駆 動 方 式 の 駆 動 装 置 １ ８ で は 、 車 輪 駆 動 モ ー タ ２ ２ ａ 、 ２ ２ ｂ の 駆 動 ト ル
ク を 左 右 そ れ ぞ れ 独 立 に 左 右 の 前 後 輪 に ベ ル ト 伝 動 と し て 伝 達 し 、 左 右 の 車 輪 駆 動 モ ー タ
２ ２ ａ 、 ２ ２ ｂ を 異 な る 回 転 方 向 に 回 転 さ せ る こ と に よ り 、 ス テ ア リ ン グ 機 能 を 持 た せ る
と と も に 車 体 １ ２ 全 体 を 左 右 に 旋 回 さ せ る こ と が 可 能 と な っ て い る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
ま た 、 車 体 １ ２ の 左 右 中 央 に は 、 テ ン シ ョ ン ア イ ド ラ ２ ８ ａ 、 ２ ８ ｂ が 配 置 さ れ て お り 、
こ の テ ン シ ョ ン ア イ ド ラ ２ ８ ａ 、 ２ ８ ｂ は 、 上 側 を 走 行 す る タ イ ミ ン グ ベ ル ト ２ ７ ａ 、 ２
７ ｂ を 下 向 き に 押 し 付 け 、 タ イ ミ ン グ ベ ル ト ２ ７ ａ 、 ２ ７ ｂ に 緩 み が 生 じ る の を 防 止 し て
い る 。 な お 、 こ の テ ン シ ョ ン ア イ ド ラ ２ ８ ａ 、 ２ ８ ｂ は 、 車 体 １ ２ に あ る 上 下 に 長 さ を も
ち 長 穴 ２ ９ （ 図 ４ 参 照 ） を 介 し て 取 り 付 け ら れ 、 上 下 の 位 置 を 調 整 で き る よ う に な っ て い
る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
次 に 、 以 上 の よ う な 走 行 装 置 に 搭 載 さ れ る デ ジ タ ル カ メ ラ ２ ０ に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
図 ３ に デ ジ タ ル カ メ ラ ２ ０ の 正 面 を 示 す 。 こ の 図 ３ に お い て 、 デ ジ タ ル カ メ ラ ２ ０ は 、 傾
動 可 能 な 傾 動 台 ３ ０ に 固 定 さ れ て い る 。 傾 動 台 ３ ０ の 左 右 両 側 に は 、 支 持 フ レ ー ム ３ １ ａ
、 ３ １ ｂ が 垂 直 に 立 ち 上 が る よ う に な っ て い て 、 傾 動 台 ３ ０ の 左 右 両 側 に 設 け ら れ た 支 軸
３ ２ ａ 、 ３ ２ ｂ は 、 支 持 フ レ ー ム ３ １ ａ 、 ３ １ ｂ に 取 り 付 け ら れ た 軸 受 ３ ３ ａ 、 ３ ３ ｂ に
よ っ て 支 承 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
図 ３ に お い て 、 デ ジ タ ル カ メ ラ ２ ０ の 向 か っ て 右 側 に は 、 デ ジ タ ル カ メ ラ ２ ０ の 傾 動 動 作
を 駆 動 す る チ ル ト 用 Ｄ Ｃ モ ー タ ３ ４ が 配 置 さ れ て い る 。 こ の チ ル ト 用 Ｄ Ｃ モ ー タ ３ ４ は 、
減 速 機 ３ ５ と ブ レ ー キ 機 能 が 一 体 的 に ユ ニ ッ ト 化 さ れ た モ ー タ で あ る 。 減 速 機 ３ ５ の 出 力
軸 に は 、 駆 動 側 の 小 歯 車 ３ ６ が 軸 着 さ れ て い る 。 他 方 、 傾 動 台 ３ ０ を 支 え る 支 軸 ３ ２ ｂ に
は 、 小 歯 車 ３ ６ に 噛 み 合 っ て い る 従 動 側 の 大 歯 車 ３ ７ が 軸 着 さ れ て い る 。 ま た 、 支 軸 ３ ２
ｂ に は 、 傾 動 位 置 検 出 デ ィ ス ク ３ ８ が 取 り 付 け ら れ 、 セ ン サ ー ３ ９ に よ っ て 傾 動 位 置 の 検
出 を 行 っ て い る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
こ の よ う な 傾 動 機 構 に よ り 、 傾 動 台 ３ ０ は 図 ３ に 示 す 水 平 な 姿 勢 を 中 立 位 置 と し て 鉛 直 面
内 を 上 方 に ９ ０ 度 、 下 方 ９ ０ 度 、 合 計 １ ８ ０ 度 傾 動 す る こ と が で き る 。 こ れ に よ り 、 デ ジ
タ ル カ メ ラ ２ ０ は 、 レ ン ズ の 光 軸 を 真 下 の 指 向 さ せ る こ と も で き る し 、 真 上 に 対 し て 指 向
さ せ る こ と も で き る 。 な お 、 レ ン ズ の 光 軸 を 左 右 に 動 か す 場 合 に は 、 上 述 し た よ う に 、 ４
輪 駆 動 機 構 １ ８ の 左 右 の 車 輪 駆 動 モ ー タ ２ ２ ａ 、 ２ ２ ｂ を 異 な る 回 転 方 向 に 回 転 さ せ る こ
と に よ り 、 車 体 全 体 を 左 右 に ３ ６ ０ 度 旋 回 さ せ る こ と が で き る た め 、 デ ジ タ ル カ メ ラ ２ ０
の 光 軸 は 全 方 位 を 指 向 さ せ る こ と が 可 能 と な っ て い る 。
本 実 施 形 態 で ロ ボ ッ ト に 搭 載 さ れ る デ ジ タ ル カ メ ラ ２ ０ は 、 常 時 オ ー ト フ ォ ー カ の 設 定 が
で き 、 ズ ー ム 機 能 を 持 ち 、 本 体 に ビ デ オ 出 力 部 、 記 憶 装 置 を 内 蔵 す る 、 市 場 で 市 販 さ れ て
い る 携 帯 型 の デ ジ タ ル カ メ ラ で あ る 。 撮 像 素 子 の 画 素 数 と し て は 、 高 画 質 静 止 画 像 を 撮 影
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す る た め に 、 ３ ０ ０ 万 画 素 以 上 で あ る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ２ １ 】
こ の よ う な デ ジ タ ル カ メ ラ ２ ０ が 取 り 付 け ら れ て い る 傾 動 台 ３ ０ に つ い て は 、 車 体 １ ２ と
の 間 は 、 装 置 、 器 具 類 を 何 も 配 置 せ ず に 傾 動 を 許 容 す る 限 度 で 空 間 と し と 、 デ ジ タ ル カ メ
ラ ２ ０ が 可 及 的 に 低 位 置 に 配 置 さ れ る よ う に な っ て い る 。 デ ジ タ ル カ メ ラ ２ ０ が 地 面 を 向
い た 場 合 に 地 面 を 撮 影 で き る よ う に 、 車 体 １ ２ に は 窓 ４ ０ が 開 口 す る よ う に な つ て い る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
傾 動 台 ３ ０ に お い て デ ジ タ ル カ メ ラ ２ ０ の 回 り に は 、 デ ジ タ ル カ メ ラ ２ ０ に よ る 近 接 撮 影
動 作 を 実 現 す る た め に 必 要 に 操 作 す る カ メ ラ 操 作 部 の 構 成 要 素 が 配 置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
図 ３ に お い て 、 デ ジ タ ル カ メ ラ ２ ０ の レ ン ズ ４ ０ の 周 囲 に は 、 主 と し て 近 接 撮 影 照 明 用 の
高 輝 度 Ｌ Ｅ Ｄ ラ ン プ ４ ２ が 同 心 円 状 に 離 散 的 に 配 置 さ れ て い る 。 ま た 、 レ ン ズ ４ ０ の 左 右
下 側 に は 、 一 対 の 前 照 灯 ４ ３ 、 ４ ３ が 配 置 さ れ て い る 。 こ の 前 照 灯 ４ ３ 、 ４ ３ は 、 こ の 実
施 形 態 で は 、 そ れ ぞ れ が ３ 個 の 高 輝 度 Ｌ Ｅ Ｄ ラ ン プ を 組 み 合 わ せ て 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
傾 動 台 ３ ０ の 下 側 に 取 り 付 け ら れ て い る の は 、 ソ レ ノ イ ド ４ ４ 、 ４ ５ で あ る 。 ソ レ ノ イ ド
４ ４ 、 ４ ５ は 、 図 １ に 示 す よ う に 、 内 蔵 す る ス ピ ン ド ル が 突 出 す る と レ バ ー ４ ６ を 動 か し
て そ れ ぞ れ デ ジ タ ル カ メ ラ ２ ０ の 背 面 に 設 け ら れ て い る 操 作 釦 ４ ７ を 押 す よ う に な っ て い
る 。 こ れ ら 操 作 釦 に つ い て は 後 述 す る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
次 に 、 図 ５ は 、 自 走 撮 影 ロ ボ ッ ト お よ び そ れ を 利 用 す る 床 下 診 断 シ ス テ ム の ブ ロ ッ ク 構 成
図 で あ る 。
図 ５ に お い て 、 参 照 符 号 ５ ０ は 、 自 走 撮 影 ロ ボ ッ ト の 制 御 部 を 示 し 、 ５ ２ は 、 デ ジ タ ル カ
メ ラ ２ ０ の カ メ ラ 操 作 部 を 示 す 。 ５ ３ は 、 自 走 撮 影 ロ ボ ッ ト を 遠 隔 す る 遠 隔 操 作 装 置 を 示
す 。 こ の 遠 隔 操 作 装 置 ５ ３ は 、 送 信 機 を 有 し 、 ロ ボ ッ ト 側 に 設 け ら れ て い る 受 信 機 ５ ４ に
操 作 信 号 を ワ イ ヤ レ ス で 送 信 す る 。 受 信 機 ５ ４ に 送 ら れ た 操 作 信 号 は 、 シ ー ケ ン サ ５ ５ と
し て 用 い ら れ る 制 御 部 ５ ０ の プ ロ グ ラ マ ブ ル コ ン ト ロ ー ラ に 導 入 さ れ る 。 参 照 符 号 ５ ６ は
、 チ ル ト 用 Ｄ Ｃ モ ー タ ３ ４ を 駆 動 す る チ ル ト モ ー タ 駆 動 回 路 を 示 し 、 ５ ７ は 、 近 接 撮 影 照
明 用 の 高 輝 度 Ｌ Ｅ Ｄ ラ ン プ ４ ２ と 前 照 灯 ４ ３ を 駆 動 す る ラ ン プ 駆 動 回 路 を 示 し 、 ５ ８ は 、
デ ジ タ ル カ メ ラ ２ ０ の シ ャ ッ タ ー を 切 っ た り 、 ズ ー ム を 調 整 す る 作 動 信 号 を 発 生 す る カ メ
ラ 操 作 信 号 発 生 回 路 を 示 す 。 ６ ０ は 、 走 行 装 置 を 駆 動 す る ４ 輪 駆 動 装 置 １ ８ の 車 輪 駆 動 モ
ー タ ２ ４ ａ 、 ２ ４ ｂ の 停 止 、 正 逆 転 、 回 転 速 度 の 差 動 制 御 を 行 う 車 輪 モ ー タ 制 御 回 路 を 示
す 。 走 行 装 置 を 遠 隔 操 縦 す る た め の 操 作 信 号 や 、 デ ジ タ ル カ メ ラ ２ ０ で 近 接 撮 影 を す る た
め の 各 種 操 作 信 号 は 、 シ ー ケ ン サ ５ ５ に 受 信 機 ５ ４ か ら 与 え ら れ 、 シ ー ケ ン サ ５ ５ は こ れ
ら の 信 号 に 基 づ い て 、 上 記 の 各 回 路 に 指 令 信 号 を 与 え て 、 走 行 装 置 の 走 行 さ せ 、 デ ジ タ ル
カ メ ラ ２ ０ を 実 際 に 作 動 さ せ る た め の 所 定 の シ ー ケ ン ス を 制 御 す る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
カ メ ラ 操 作 部 ５ ２ は 、 デ ジ タ ル カ メ ラ ２ ０ を 上 下 に 傾 動 さ せ る チ ル ト 用 Ｄ Ｃ モ ー タ ３ ４ 、
近 接 撮 影 照 明 用 の 高 輝 度 Ｌ Ｅ Ｄ ラ ン プ ４ ２ 、 前 照 灯 ４ ３ の 他 、 デ ジ タ ル カ メ ラ ２ ０ の シ ャ
ッ タ ー を 作 動 し 、 ま た ズ ー ミ ン グ 作 動 さ せ る シ ャ ッ タ ー コ ン ト ロ ー ラ ６ ２ 、 第 １ の モ ー ド
切 替 ス イ ッ チ ６ ３ を オ ン オ フ す る 前 述 し た 第 １ の ソ レ ノ イ ド ４ ５ 、 第 ２ の モ ー ド 切 替 ス イ
ッ チ ６ ４ を オ ン オ フ す る 第 ２ の ソ レ ノ イ ド ４ ６ を 備 え て い る 。 シ ャ ッ タ ー コ ン ト ロ ー ラ ６
２ は 、 カ メ ラ 操 作 信 号 発 生 回 路 ５ ８ に 接 続 さ れ て い る 。 第 １ ソ レ ノ イ ド ４ ５ は 、 シ ー ケ ン
サ ５ ５ か ら 与 え ら れ る 信 号 に よ っ て 励 磁 さ れ た と き に 第 １ モ ー ド 切 替 ス イ ッ チ ６ ３ を Ｏ Ｎ
に し 、 デ ジ タ ル カ メ ラ ２ ０ の モ ー ド を 撮 影 し た 写 真 を 確 認 再 生 す る モ ー ド に 替 え る よ う に
な っ て い る 。 同 様 に 、 第 ２ ソ レ ノ イ ド ４ ６ は 、 シ ー ケ ン サ ５ ５ に よ っ て 励 磁 さ れ る と 第 ２
モ ー ド 切 替 ス イ ッ チ ６ ４ を Ｏ Ｎ に 入 れ 、 こ の モ ー ド で は 、 シ ャ ッ タ ー を 切 っ た と き に 同 時
に フ ラ ッ シ ュ が 自 動 発 光 す る モ ー ド が 解 除 さ れ る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
デ ジ タ ル カ メ ラ ２ ０ は 、 カ メ ラ 本 体 ６ ５ の 他 、 画 像 記 憶 装 置 ６ ６ お よ び ビ デ オ 出 力 部 ６ ７
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を 備 え て い る 。 ビ デ オ 出 力 部 ６ ７ に は 、 ロ ボ ッ ト に 搭 載 さ れ て い る 映 像 送 信 機 ６ ８ が 接 続
さ れ て い る 。 こ の 映 像 送 信 機 ６ ８ は 、 外 部 に 設 置 さ れ て い る 映 像 受 信 機 ６ ９ に デ ジ タ ル 伝
送 方 式 に よ っ て 映 像 信 号 を 送 信 す る 。 映 像 受 信 機 ６ ９ に は 、 モ ニ タ 装 置 ７ ０ が 接 続 さ れ 、
伝 送 さ れ て き た 映 像 信 号 を こ の モ ニ タ 装 置 ７ ０ に 表 示 す る こ と が で き る よ う に な っ て い る
。
【 ０ ０ ２ ８ 】
な お 、 図 ５ に お い て 、 参 照 符 号 ８ ０ は 、 パ ー ソ ナ ル コ ン ピ ュ ー タ を 利 用 し た 静 止 画 像 再 生
装 置 を 示 し て い る 。 こ の 静 止 画 像 再 生 装 置 ８ ０ で は 、 デ ジ タ ル カ メ ラ ２ ０ で 撮 影 し て 画 像
記 憶 装 置 ６ ６ に 記 録 さ れ た 画 像 デ ー タ を 画 像 フ ァ イ ル ８ ２ と し て 取 り 込 み 、 こ の 画 像 フ ァ
イ ル ８ ２ を 再 生 す る た め に 必 要 な 画 像 再 生 ソ フ ト ウ ェ ア が イ ン ス ト ー ル さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
本 実 施 形 態 は 、 以 上 の よ う に 構 成 さ れ る も の で あ り 、 次 に 、 そ の 作 用 並 び に 効 果 に つ い て
説 明 す る 。
本 実 施 形 態 に よ る 走 行 装 置 を 適 用 し た 自 走 撮 影 ロ ボ ッ ト を 用 い て 木 造 家 屋 の 床 下 の 腐 朽 状
況 を 診 断 す る に は 、 自 走 撮 影 ロ ボ ッ ト を 床 下 に 進 入 さ せ 、 遠 隔 操 縦 に よ り 床 下 各 所 を 移 動
さ せ 、 次 の よ う に し て 検 査 対 象 の 柱 、 床 な ど に 対 し て 近 接 撮 影 を 行 う 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
ま た 、 本 実 施 形 態 の 自 走 撮 影 ロ ボ ッ ト の 走 行 装 置 で は 、 ４ 輪 駆 動 を 採 用 す る と と も に 、 前
後 輪 の そ れ ぞ れ の タ イ ヤ ホ イ ー ル を 兼 用 す る タ イ ミ ン グ プ ー リ ー １ ７ ａ 、 １ ７ ｂ 、 ２ ６ ａ
、 ２ ６ ｂ に タ イ ミ ン グ ベ ル ト ２ ７ ａ 、 ２ ７ ｂ を 掛 け 渡 し て 後 輪 １ １ ａ 、 １ １ ｂ と 前 輪 １ ３
ａ 、 １ ３ ｂ に 同 期 し て ト ル ク を 伝 え る こ と で ４ 輪 駆 動 を 実 現 し て い る 。 タ イ ミ ン グ ベ ル ト
２ ７ ａ 、 ２ ７ ｂ は 、 図 ６ に 示 す よ う に 、 表 裏 両 面 に 凹 凸 部 が 所 定 の ピ ッ チ で 形 成 さ れ た ベ
ル ト で あ る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ３ １ 】
こ の よ う な タ イ ミ ン グ ベ ル ト ２ ７ ａ 、 ２ ７ ｂ に よ れ ば 、 図 ６ に 示 す よ う に 、 タ イ ミ ン グ ベ
ル ト ２ ７ ａ 、 ２ ７ ｂ の 下 側 は 、 走 行 面 （ 地 面 ） に 近 い 高 さ に 定 位 し て 走 行 す る の で 、 本 来
の ト ル ク 伝 動 の 機 能 の 他 に 、 無 限 軌 道 の キ ャ タ ピ ラ と し て の 機 能 を 発 揮 す る こ と に な り 、
地 面 に 障 害 物 １ ０ ０ や 凹 凸 が あ っ た と し て も タ イ ミ ン グ ベ ル ト ２ ７ ａ 、 ２ ７ ｂ そ の も の が
車 体 を 前 進 さ せ る 推 力 を 地 面 に 対 し て 持 つ の で 、 そ れ ら の 障 害 物 を 乗 り 越 え た と き に 前 輪
１ ３ ａ 、 １ ３ ｂ ま た は 後 輪 １ １ ａ 、 １ １ ｂ が 空 転 し て 他 方 の 前 輪 １ ３ ａ 、 １ ３ ｂ ま た は 後
輪 １ １ ａ 、 １ １ ｂ が 不 安 定 な 状 態 で 接 地 し て い る 場 合 で あ っ て も 推 力 が 失 わ れ る こ と が な
い 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
さ ら に 、 本 実 施 形 態 の 自 走 撮 影 ロ ボ ッ ト の 走 行 装 置 で は 、 無 限 軌 道 に 類 似 し た 機 能 を 持 ち
な が ら 本 質 的 に は 構 造 の 簡 易 な ４ 輪 駆 動 で あ る か ら 、 走 行 装 置 全 体 の 軽 量 化 が 可 能 で 、 消
費 電 力 が 少 な く バ ッ テ リ を 充 電 し た 後 で 長 時 間 の 走 行 を 可 能 と す る 。 し か も 、 近 接 撮 影 用
の 照 明 に 高 輝 度 Ｌ Ｅ Ｄ ラ ン プ ４ ２ を 採 用 し 、 前 照 灯 ４ ３ に も 同 様 に 高 輝 度 Ｌ Ｅ Ｄ ラ ン プ を
用 い て い る た め 、 十 分 な 照 明 が 得 ら れ る 反 面 消 費 電 力 が 少 な い の で 、 バ ッ テ リ の 消 耗 を 防
止 す る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
走 行 中 の 自 走 撮 影 ロ ボ ッ ト で は 、 照 明 と し て 前 照 灯 ４ ３ 、 ４ ３ が 点 灯 さ れ 、 高 輝 度 Ｌ Ｅ Ｄ
ラ ン プ の 光 が 明 る く ロ ボ ッ ト 前 方 を 照 ら す こ と が で き る 。 こ の と き 近 接 撮 影 用 の 高 輝 度 Ｌ
Ｅ Ｄ ラ ン プ ４ ２ は 点 灯 さ せ た ま ま で よ い 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
自 走 撮 影 ロ ボ ッ ト が 床 下 を 走 行 し て い る 間 、 デ ジ タ ル カ メ ラ ２ ０ の レ ン ズ に 写 る 遠 景 は 、
撮 像 素 子 に よ り 光 電 変 換 さ れ て 静 止 映 像 信 号 と し て ビ デ オ 出 力 部 ６ ７ か ら 映 像 送 信 機 ６ ８
に 出 力 さ れ 、 映 像 受 信 機 ６ ９ に デ ジ タ ル 伝 送 さ れ る の で 、 モ ニ タ 装 置 ７ ０ に は 走 行 中 の 床
下 の 状 況 が リ ア ル タ イ ム で 映 し 出 さ れ 、 こ れ に よ り 、 床 下 の 状 況 を モ ニ タ 装 置 ７ ０ を み な
が ら 把 握 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
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そ し て 、 目 標 と す る 床 、 柱 な ど を 見 付 け た ら 、 遠 隔 操 縦 に よ り 目 標 の 床 、 柱 に 向 か っ て 自
走 撮 影 ロ ボ ッ ト を 接 近 さ せ る 。 近 接 撮 影 に 適 し た 距 離 に 十 分 近 づ い た と こ ろ で ロ ボ ッ ト を
停 止 さ せ る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
こ の と き 、 モ ニ タ 装 置 ７ ０ を 見 な が ら 車 輪 駆 動 モ ー タ ２ ４ ａ 、 ２ ４ ｂ の 差 動 制 御 に よ り 車
体 を 左 右 に 旋 回 さ せ る と と も に 、 チ ル ト 用 Ｄ Ｃ モ ー タ ３ ４ を 回 転 さ せ 、 デ ジ タ ル カ メ ラ ２
０ の 向 き を 被 写 体 に 対 し て 調 整 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
最 適 な 姿 勢 に な っ た ら 、 遠 隔 操 作 装 置 ５ ３ を 操 作 し て シ ー ケ ン サ ５ ５ か ら シ ャ ッ タ ー コ ン
ト ロ ー ラ ６ ２ に ズ ー ム 信 号 送 り な が ら ズ ー ム を 必 要 に 応 じ て 設 定 し 、 そ し て 、 シ ャ ッ タ ー
指 令 信 号 を 送 る と 被 写 体 に 対 す る 静 止 画 像 を 撮 影 す る こ と が で き る 。 近 接 撮 影 を す る 場 合
で フ ラ ッ シ ュ が 却 っ て 映 像 に 悪 影 響 を 及 ぼ す と き に は 、 シ ー ケ ン サ ５ ５ に 第 ２ ソ レ ノ イ ド
４ ６ を 励 磁 さ せ る 指 令 信 号 を 送 り 、 第 ２ モ ー ド 切 替 ス イ ッ チ ６ ４ を Ｏ Ｎ に す る 。 こ れ に よ
り 、 フ ラ ッ シ ュ の 自 動 発 光 モ ー ド を 解 除 す る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
こ の と き 、 シ ャ ッ タ ー が 切 れ て も フ ラ ッ シ ュ は 発 光 せ ず 、 照 明 と し て は 、 近 接 撮 影 用 の 高
輝 度 Ｌ Ｅ Ｄ ラ ン プ ４ ２ と 前 照 灯 ４ ３ の 照 明 の 下 に 被 写 体 を 撮 影 す る こ と が で き る 。 近 接 撮
影 で は フ ラ ッ シ ュ が 発 光 す る と 光 が 強 す ぎ て 逆 に 細 部 が は っ き り と 写 ら な い 写 真 に な る が
、 本 実 施 形 態 で は 、 近 接 撮 影 用 の 高 輝 度 Ｌ Ｅ Ｄ ラ ン プ ラ ン プ ４ ２ で 十 分 な 光 量 の 照 明 を 与
え 、 不 鮮 明 な 写 真 を 未 然 に 防 止 す る こ と が で き る 。 な お 、 近 接 撮 影 に よ ら ず 遠 景 を 撮 影 す
る よ う な 場 合 や 、 床 下 の 環 境 に よ っ て 近 づ け な い 診 断 箇 所 を ズ ー ム ア ッ プ す る 場 合 に は 、
フ ラ ッ シ ュ が 必 要 で あ る の で 、 フ ラ ッ シ ュ の 自 動 発 光 モ ー ド を 解 除 せ ず に 撮 影 す れ ば よ い
。
【 ０ ０ ３ ９ 】
撮 影 し た 静 止 画 像 デ ー タ は 、 デ ジ タ ル カ メ ラ ２ ０ の 内 部 の 記 憶 装 置 ６ ６ に 保 存 さ れ る 。 そ
し て 、 遠 隔 操 作 装 置 ５ ３ か ら シ ー ケ ン サ ５ ５ に 指 令 を 送 り 、 第 １ ソ レ ノ イ ド ４ ５ を 励 磁 さ
せ る 。 そ う す る と 、 第 １ モ ー ド 切 替 ス イ ッ チ ６ ３ が Ｏ Ｎ に な り 、 デ ジ タ ル カ メ ラ ２ ０ の モ
ー ド は 再 生 モ ー ド に な り 、 今 撮 影 し た 静 止 画 像 を 再 生 す る 。 そ の 画 像 は ビ デ オ 出 力 部 ６ ７
か ら 映 像 送 信 機 ６ ８ に 出 力 さ れ 、 映 像 送 信 機 ６ ９ に 伝 送 さ れ の で モ ニ タ ７ ０ で 直 ち に 確 認
す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
デ ジ タ ル カ メ ラ ２ ０ が ３ ０ ０ 万 画 素 以 上 の 撮 像 素 子 を 備 え て い る 場 合 、 上 述 の よ う に し て
近 接 撮 影 し た 静 止 画 像 は 、 極 め て 高 品 位 の 静 止 画 像 で あ る 。 こ の 静 止 画 像 デ ー タ を 映 像 送
信 機 ６ ８ か ら 映 像 送 信 機 ６ ９ に 伝 送 す る 間 に は 、 不 可 避 的 に ノ イ ズ 等 の 影 響 を 受 け 、 実 際
に モ ニ タ 装 置 ７ ０ に 表 示 さ れ る 画 像 の 品 位 が 本 来 の 高 画 質 画 像 に 比 べ て 若 干 低 下 す る の は
や む を え な い 。 そ れ で も な お 、 モ ニ タ 装 置 ７ ０ に は 、 従 来 の ビ デ オ カ メ ラ で 撮 影 し た 動 画
の 静 止 画 像 に 比 べ て 一 段 と 品 位 の 高 い 画 像 を 映 し 出 す こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
以 上 の よ う に し て 、 床 下 内 の 各 所 を 自 在 に 走 り 回 っ て 、 ど う よ う な 位 置 に あ る 被 写 体 で も
近 接 撮 影 を 行 う こ と が で き る 。 例 え ば 、 図 ６ に 示 す よ う に 、 デ ジ タ ル カ メ ラ ２ ０ の 姿 勢 を
仰 向 け に 反 転 さ せ る こ と が で き る の で 、 ロ ボ ッ ト の 頭 上 に あ る 床 の 近 接 撮 影 が 可 能 で あ る
。 逆 に 、 図 ７ に 示 す よ う に 、 デ ジ タ ル カ メ ラ ２ ０ を 地 面 に 対 し て 向 け る こ と も で き る の で
、 地 面 に 対 し て 近 接 撮 影 が 可 能 で あ り 、 こ の 地 面 を 撮 影 し た 高 画 質 画 像 に よ り 、 害 虫 の 発
生 状 況 な ど に つ い て も 診 断 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
以 上 の よ う に し て 自 走 撮 影 ロ ボ ッ ト が 床 下 内 の 撮 影 を 終 了 し た ら 、 床 下 か ら 外 に 誘 導 す る
。 そ し て 、 デ ジ タ ル カ メ ラ ２ ０ を 車 体 １ ２ か ら 取 り 外 し て パ ー ソ ナ ル コ ン ピ ュ ー タ ８ ０ に
接 続 す る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
パ ー ソ ナ ル コ ン ピ ュ ー タ ８ ０ で は 、 記 録 し た 静 止 画 像 の フ ァ イ ル を 開 い て 直 ち に 再 生 す る

10

20

30

40

50

(7) JP 2004-232702 A 2004.8.19



こ と が で き る 。 床 下 診 断 を 実 施 す る 診 断 士 は 、 こ の パ ー ソ ナ ル コ ン ピ ュ ー タ ８ ０ で 記 録 し
た 各 所 の 静 止 画 像 を み な が ら 腐 朽 状 態 を 診 断 す る こ と が で き る 。 こ の 静 止 画 像 は 、 ３ ０ ０
万 画 素 以 上 の デ ジ タ ル カ メ ラ で 撮 影 し た そ の も の の 画 像 で あ る か ら 、 伝 送 に 伴 う 画 質 劣 化
は な く 極 め て 品 位 の 高 い 画 像 で あ り 、 柱 、 床 な ど の 状 態 を 正 確 に 診 断 で き る 。 ま た 、 車 体
１ ２ か ら 取 り 外 し て 直 ち に パ ー ソ ナ ル コ ン ピ ュ ー タ ８ ０ に 接 続 で き る の で 、 そ の 場 で 、 施
主 立 ち 会 い の も と で 診 断 を 進 め ら れ る こ と も 利 点 と し て 挙 げ ら れ る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
以 上 、 本 発 明 の 走 行 装 置 に つ い て 、 自 動 撮 影 ロ ボ ッ ト に 適 用 し た 実 施 形 態 に つ い て 説 明 し
た が 、 本 発 明 の 走 行 装 置 は 、 デ ジ タ ル カ メ ラ の 替 わ り に 、 薬 剤 散 布 装 置 を 搭 載 す る こ と に
よ り 、 床 下 で の 薬 剤 散 布 を 行 う 薬 剤 散 布 ロ ボ ッ ト に も 適 用 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
【 発 明 の 効 果 】
以 上 の 説 明 か ら 明 ら か な よ う に 、 本 発 明 に よ れ ば 、 無 限 軌 道 方 式 に よ ら ず 、 ４ 輪 駆 動 方 式
で あ り な が ら 円 滑 に 障 害 物 に 乗 り 越 え て 自 在 に 動 き 回 る こ と が で き 、 し か も 、 可 及 的 に 小
型 化 、 低 価 格 を 実 現 す る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 本 発 明 を 自 走 撮 影 ロ ボ ッ ト の 走 行 装 置 と し て 適 用 し た 実 施 形 態 の 側 面 を 示 す 図 。
【 図 ２ 】 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に よ る 走 行 装 置 の カ バ ー を 取 り 外 し た 状 態 で の 平 面 図 。
【 図 ３ 】 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に よ る 走 行 装 置 の 正 面 図 。
【 図 ４ 】 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に よ る 走 行 装 置 の 側 面 図 。
【 図 ５ 】 本 発 明 を 適 用 し た 自 走 撮 影 ロ ボ ッ ト の ブ ロ ッ ク 構 成 図 。
【 図 ６ 】 デ ジ タ ル カ メ ラ が 鉛 直 上 方 を 向 い た 自 走 撮 影 ロ ボ ッ ト を 示 す 図 。
【 図 ７ 】 デ ジ タ ル カ メ ラ が 鉛 直 下 方 を 向 い た 自 走 撮 影 ロ ボ ッ ト を 示 す 図 。
【 符 号 の 説 明 】
１ ０ 　 自 走 撮 影 ロ ボ ッ ト
１ ７ ａ 、 １ ７ ｂ 　 タ イ ミ ン グ プ ー リ ー
１ ８ 　 車 体
２ ０ 　 デ ジ タ ル カ メ ラ
２ ６ ａ 、 ２ ６ ｂ 　 タ イ ミ ン グ プ ー リ ー
２ ７ ａ 、 ２ ７ ｂ 　 タ イ ミ ン グ ベ ル ト
３ ０ 　 傾 動 台
３ ４ 　 チ ル ト モ ー タ
４ ０ 　 レ ン ズ
４ ２ 　 高 輝 度 Ｌ Ｅ Ｄ ラ ン プ
４ ２ 　 前 照 灯
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】
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